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卒業研究題目
入退出カードのログとネットワーク接続情報を

用いた部屋利用状況の予測推定に関する研究

はじめに、人間の行動や状況を予測することには様々なメリットがある。例えば、予測
された行動に対して何らかのナビゲートをすることができたり、相手の現在の状況を予測
することでその人に対する適切なコミュニケーション手段を選択することができる。また、
そういった「未来の行動や状況を予測する」という研究において、人間のあらゆる行動履
歴を利用し予測を行うための様々な研究手法が提案されている。
名古屋大学には、入退室時に ICカードを用いる部屋がある。その部屋はLeaders’ Saloon

と呼ばれ、リーディング大学院の履修生が、研究を進めたり、ミーティングを行ったりす
る場として活用されている。本研究では、その部屋を利用する学生が入退室する際に自動
的に記録される ICカードのログや、その部屋のLAN接続情報などを用いて、特定の部屋
を利用する学生の利用状況を予測推定するシステムを設計する。
Leaders’ Saloonを利用する学生にはそれぞれ IDつきの ICカードが配布されており、入

退室時にカードをカードリーダにかざす (図 1)ことで自動的に、誰が、いつ入室または退
室したのかが記録されるようになっている。しかし、２人以上が同時に入退室をした場合
などは、1人分の ICカードのログしか残らないため、完全な入退室ログとは言えない。し
たがって、その欠落部分を補完する必要がある。補完を行うのに、LANへの接続情報を用
いる。
また学生にはあらかじめ専用のタブレット端末が配布されており、それらが無線 LAN

に接続されているかどうかを逐一検査して、いつ LANに接続されて、いつ切断されたか
をデータベースに自動的に記録するようになっている。この情報を利用し、ICカードのロ
グの欠落部分の周辺の時間に、その人の利用するタブレット端末のLANへの接続または、
切断の時間を見て入退室ログの補完を行う。
こうして、まず各個人の「いつ入室し、いつ退室した」に関する行動履歴を作成する。

それをもとに、曜日ごとに分類した個人を縦軸、24時間を 30分ごとに区切った時間を横
軸に設定した共起行列を作る。区切られた 30分間に少しでも滞在していれば 1となる。こ
れに対し、PLSA（確率的潜在意味解析）を行うことにより有用なセグメントを抽出し、時
間と個人を同時にセグメント化する。このようなセグメント化を行うことで予測精度を高
めることができる。セグメント間の依存関係を説明するために、ベイジアンネットワーク
で構造をモデル化する。PLSAによってセグメント化されたクラスをもとに、ベイジアン
ネットワークを用いて部屋に居る確率を計算する。
図 2は提案システムの画面例である。予測したい日時・人物を入力すると、下に確率が

出力され、また周辺時間の確率がグラフで表示される。

図 1：Leaders’ Saloon入り口の
ICカードリーダ 図 2：提案システムの画面例


